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土五計によって真のユ中土瓜`計測することが日難でぁることこ̀、■知のことでぁる。そのa意性

が、上の特性と受及版の可掟性ri因 と成すものであることがら、土差計のな3■1お、ヽては、従来の

経  (髪えス)なぇでロイナかであり、 さらに土と通してのな文(上五校え)のダ幸が生してくる。

所がエス数 `くおいては、 こ承こでのえ外′蔵えで11彙混でき

た諸率素のヽ なのために、計暮のメ村・I薇ぜlt力l限と受`loこと

とんわれる。そこで、か詢銭式作した晨えユ措と月、ヽて、まえ検丸

に思つわるユ増内の狽颯壁寿誅の闊應,え ヵ集ヤえ等につヽ`て石帝え

を行な、ヽ、事たネ魚されてヽ る`各麺エス計t〔っ、、ての性熊久験と

なだったので、ここたその~綺卜くら、ヽて認告する。
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(1)lly土 糟 : 写真―′に示すせうなものであ`)、そのハふ

以:J、内雑メ島●=“ 磁X45ι力で'ぁれイた用tt際しては、ヤ赫

ルの友流:(ゴム布としき、それに丸凛及`わぇることttン).土

栂ヤ、:軸上に上ぬきιt解付けたムメ計のた五れlt iふと与ぇるの
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・:たみ来 る。

(2)実験に使珀した土差計 : ユメ計の性能え験にお、ヽて̀ =、東一l`1ふす各計恐と、Jたユ槽ハ

の様Ψ墜看鼻に関0そtJ、そ/Lうのううの3えこギ観餞ゎ。ヽ型(5ヮそが扁)と准用した。
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`、軸方角にタンクス■■|‐,つ争直凛ごヒZc″ぅ

半た力約it測我ざうのよ子貶摯を月飢として、土ふ

計の場/・Iけ薇遜セ(■,嗜)として友″すことιtする

と、4all夜濠諄z調べるitツつセぁ計春の務′わす伝遇

lよ、 その†へ`が求のイ主置:(くる0う)tとっ4.`r.

わう、 か ′2,2?,32,′=′a′ο,375の 9夕着`で擁ラえ

力̀ィt,た.だぉイトJこィれす′キには、ェ千塔〔磁ビス4と

2鍬ン フレイ通GX・1/‐7ネ基き、えメ板への″スの´

た撲`綺たせた。†瀦ルの締風めl」、装えの), 滋́

う̀ く―えの規えを設:1て絲nあた:

計別方式にっv てヽ1■、Fxn ′́1(ふした逍ぅでぁり、計現れK

工及が々 '1レなしヽたの詫み(1)ヵヽぅ、ュ縛潟で'(久 カチ〕l ιl■

るユ二十ヵス質をス)がなηした'1の記みに)`メ`|、、k種デ

型 式 1魚評臓―崎 昇 てmm 言森嘉じ秒‐指 示方式
置
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5彙捌

3臭姐

300xI 250 6.3
不千統 九
(■A)190xI 90 12.8.5

港北 型 270x81 80 3 生兒圧(K9/c″,

クールソレ型 160x引 140 8.2 電え払れ0)

奏え線型 100x2C 70 , 不樅 七え齢|

|′計ハ 156x37 10 宅几ムれln)
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